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【北茨城市甲状腺超音波検査事業の実施結果について】

北茨城市では、平成２５・２６年度の２年間で「甲状腺超音波検査事業」を実施いたしました。（事業費：３７，１７３千円）

対象者は、福島第一原子力発電所の事故当時、０歳から１８歳までの市民であり、平成２５年度は、そのうち０歳から４歳までのお子さんを対象に検査を実施、

平成２６年度は、それ以降のお子さん達の検査を実施いたしました。
今回、その検査結果について、専門家や医師を含む委員で構成された「北茨城市甲状腺超音波検査事業検討協議会」より、
① 検査は「スクリーニング検査」であり、通常の健康診断と同様、一定の頻度で「要精密検査」、「がん」と診断される方がいらっしゃること

② 平成２６年度の精密検査の結果、３名が甲状腺がんと診断されたこと
③ この甲状腺がんの原因については、放射線の影響は考えにくいこと

などの報告がありました。

※全ての受診者又はその保護者に対し、事前説明会により、放射線の影響、検査目的、検査方法、判定基準などの説明を実施しました。
要精密検査（Ｂ･Ｃ判定）となった方には、職員が個別訪問し、精密検査についての説明を行いました。
今後、２回目の検査を実施予定。実施時期は医師や専門家の意見も踏まえて検討します。


